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クロルプロマジン投与ラットへのアドレナリンの
循環動態と心機能に与える影響について
酒井有沙
論文内容の要旨
アドレナリンと抗精神病薬を併用するとアドレナリン反転と呼ばれる血圧低下が生じる。しか
し、両薬剤を併用して心機能を測定した研究はない。本研究では、クロルプロマジン(CPZ)前
投与Wistar系雄性ラットにアドレナリンを投与した際の循環動態と心機能の変動を検討した。プ
ロポフオール持続投与下ラットに圧･心室機能測定カテーテルを挿入した｡CPZ10または50mg/kg
(CPZ10・CPZ50)投与後、生理食塩水(NS)、アドレナリン10または50ig/kg(A10．A50)投与
群における拡張末期容積(Ved)、収縮末期圧(Pes)、心室収縮末期エラスタンス(Ees)、一回心
拍出量(SV)、一回心仕事量(SⅧ、収縮期血圧(SBP)、拡張期血圧(DBP)、脈拍数(PR)を投
与前から10分後まで経時的に計測し、それぞれの変化率を求め、NS群と比較検討した。その結
果、次の結論を得た。
1.CPZ10+A10群ではVedは減少し、Eesは増加した。
2.CPZ10+A50群ではVed、Pes、sw，SBP、DBPは減少し、Eesは増加した。
3.CPZ50+A10群ではVed、SV、swは減少し、Ees、DBPは増加した。
4.CPZ50+A50群ではVed、Pes、SV、sw、SBP、DBPは減少し、Ees、PRは増加した。
以上よりCPZとlOiig/kgアドレナリン併用群ではアドレナリン反転は生じず、循環動態と心機
能への影響は小さいと考えられた。しかし、50iig/kgアドレナリン併用群では心機能は冗進し、
血管拡張によるアドレナリン反転が生じ、血圧が低下した。
舗文審査の要旨
本研究は、アドレナリンがクロルプロマジン投与ラットの循環動態と心機能に与える影響を検
討したものである。その結果、抗精神病薬服用患者に対するアドレナリン含有局所麻酔薬の投与
が循環動態と心機能に与える影響は小さいことを動物実験系から明らかにしている。これらの知
見は、抗精神病薬服用患者にアドレナリン含有リドカインを投与する際に重要な示唆を与えるも
のである。
以上は、歯学に寄与するところが多く、博士(歯学)の学位に値するものと審査する。
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最終賦験の結果の要旨
酒井有沙に対する最終試験は、主査今井敏夫教授、副査佐藤巌教授、副査又賀泉教授
によって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
